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消防システムの標準化・クラウド活用に関する検討状況

○ 消防システムの標準化・クラウド活用は、本年10月の標準仕様書公開に向けて、消防本部及び指令ベンダーへの
意見確認を実施しながら整理を実施中。

○ 標準化・クラウド活用を推進するに当たり、消防本部のコスト削減効果及び実証事業を通じた実現性の実証を予定。
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1. 消防業務システム
の標準仕様書作成

検討事項

2. コスト分析

3. 実証事業の実施

第８回会合での協議内容（一部抜粋） 本資料記載頁

• 機能要件の精緻化に向け消防本部
アンケート調査を実施中

• 業務上必要な機能が担保され、また、
コスト削減を図れるよう、機能一覧を
更新予定

• 標準化・クラウド活用によるコスト削
減のための前提・条件整理

• ベンダーと標準化・クラウド活用に係
るコスト見積りを試算中

• 今年度前半から開始予定

• 標準化・クラウド活用を推進する上で、
実証が必要となる項目を洗い出し

現在の検討内容

• 機能要件等の各種要件の素案を作成

• 今後、消防本部及びベンダーから意見を踏
まえた精緻化を実施予定

• オンプレシステムからクラウドシステム導入
までのパターン等を踏まえてコスト分析を実
施予定

• 令和５年10月ごろから６年度にかけて、
複数消防本部の協力を得て実証事業を実
施予定

P.４-P.６

P.11-P.12

P.７-P.10



消防業務システム標準仕様書群の概要及び利用イメージ
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資料名称 資料概要 形式・構成（想定） 公開予定時期

標準仕様書【第一版】
（クラウド活用）

標準仕様書【第一版】
（標準データ要件）

標準仕様書【第二版】
（クラウド活用）

標準仕様書【第二版】
（標準データ要件）

調達仕様書（本編）

標準化対象範囲を規定
各要件の実装方針等を規定

消防業務システム・消防指令システム間
の連携に係る事項を規定

実証事業の結果及び関係者の意見を
踏まえ、技術的な要素等を追加

消防業務システムのデータ移行時の
標準的な中間ファイル等を規定

消防本部のシステム調達を支援
するための補助資料

PDF資料/
Excel資料 等
（別紙あり）

Word資料
（別紙あり）

令和５年10月

令和６年10月

クラウド活用費用の試算
クラウド活用によるコスト効果分析結果
コスト効果を得るための条件等を提示



消防業務システム標準仕様書群の概要及び利用イメージ
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• 既存システムとのFit＆
Gap

• 情報提供依頼（RFI）の
資料作成及び結果分析

Phase１での利用 Phase２での利用 Phase３での利用 Phase４での利用

予算要求要件定義 移行計画 調 達

• 本部内で新消防業務
システムを構想

• 要件定義書の作成

• 要件、数量等を検討
• 新消防業務システムの整

備に必要なコストを確認

• 移行する際に必要なテ
スト、調整事項等の確認

• 調達仕様書の作成及び
調達の実施

本部での
実施事項

●消防業務システム更改に係る消防本部の業務

●Phaseごとの利用イメージ

標準仕様書
【第一版】
（クラウド/
データ）

資料名

標準仕様書
【第二版】
（クラウド/
データ）

調達仕様書
（本編）

利用想定なし

• 予算要求資料
（システム構成及び移行
範囲の説明 等）

利用想定なし

• 移行計画作成
（帳票等の条例改正、
データ移行 等）

• 調達仕様書作成利用想定なし

利用想定なし

利用想定なし 利用想定なし

• 移行計画作成
（調達内容の整理 等）

• 調達仕様書作成

クラウド活用
費用の試算

• システムのクラウド活用
要否の判断

• 予算要求資料
（コスト分析結果 等）

利用想定なし 利用想定なし







消防システムの標準化・クラウド活用に係るコスト分析の前提条件

標準機能 標準機能

個別機能

標準機能

個別機能

Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型

コスト削減
のポイント

○ 標準化・クラウド活用によるコスト削減は、アプリをノンカスタマイズで利用するという前提であり、その効果を多く得
られるのはⅠ型・Ⅱ型規模の消防本部を想定。また、消防本部での利用費按分によるコスト削減効果を期待。

コスト試算の前提条件

• 消防業務システムは、標準機能（ノンカスタマイズ)
で業務を実施することを前提

• クラウド活用することにより、利用する消防本部で
費用を按分

上記前提条件で、どの程度コスト効果が得られるか
試算を実施中

ノンカスタマイズで利用すること

• ベンダーの意見を踏まえ、標準機能・帳
票等をノンカスタマイズで利用することで
コスト削減効果が生まれると予測

• 個別機能（カスタマイズ機能）が少ない、
Ⅰ型・Ⅱ型が適合

今後のアクション

• 試算した見積の分析結果（コスト削減の詳細な前提
条件含む）の取りまとめ（令和５年８月末を予定）

• コスト効果を確実にするため、標準機能での業務充
足性及び標準機能の取扱い（例：疎結合での連携
手段）について整理

• 消防本部には、コスト分析結果及び令和５年10月
公開予定の標準仕様書を令和６年度のシステム更
改に向けた予算要求の準備等に活用していただく
想定
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令和５年度 標準化・クラウド活用に係る実証事業のスコープ

○ ガバメントクラウドに適したシステム構成を検討後、試験環境を構築。

○ 構築した試験環境にて、本番環境での実証に耐え得るものか、非機能要件を中心とした試験を実施。

 Step1： ガバメントクラウド上に試験環境を構築

• 目的

 ガバメントクラウドに適したシステム構成の検討・検証

• 内容

 ガバメントクラウドの利用条件確認

 各種設計（アーキテクチャ、セキュリティ、運用）

 アプリケーション標準化時の、改修内容・改修箇所の特定

 Step2： 構築した試験環境にて、非機能要件を中心とした試験
• 目的

 本番環境での実証に耐え得るものか否か試験
• 内容

 【可用性】障害発生時の業務継続性
 【可用性】クラウド障害時の復旧
 【可用性】ネットワーク途絶時の復旧
 【性能】レスポンス性能評価 等
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